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い(111 )面からのイオン放出特性を明らかにし，角電流密度 2μA/sr ，イオン電流の安定性10$ぢ以内
という画期的イオン源の開発に成功した。更にエミッター表面でのヘリウム原子の振舞いをホッピングモ
デルにより解析する乙とにより電流電圧特性に関する実験結果の説明に成功し， (111) 面における電界
電離イオン放出の全体像を明らかにした。
電界電離型ガスイオン源はイオンを離散的な方向に放出するため，イオンを集束光学系の中心軸に入射
させることが困難であったが，ジンパル機構を開発する乙とにより，直径 0.2μmの集束ヘリウムイオンビ
ームの形成に成功し， 0.1 μm以下の分解能をもっ定査型イオン顕微鏡観察やレジスト露光を実現する乙と
ができた。
乙れらの研究は電界電離型ガスイオン源の実用化の可能性を初めて実証したものであり，ビーム工学の
発展に寄与すると乙ろ大であるo よって工学博士論文として価値あるものと認める。
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